
ー......君は fごれ?

一わたし・・・・・・マルタ 火の子のマルタ

ーえ? あのおそろしい火一族の?

ーなんですって?そういうあなたこそ一体

だれなの?

ーおれは水の子 シリウス

一水の子? わたしたちの敵の?

ー敵だって?

ーそう聞かされてるわ

ーでも 君はそう見えないとてもきれいだ

ーあなたも敵とは思えない 優しそう…・・

2 人はめぐり逢った

火一族と水一族が境界線を号|いている岬で

新しい冒険を求めて顔を出したシリウスと

揺らめく水のなかをのぞきこんだマルタ

とつぜん 彼らのあいだを

ときめきが駈けぬけた一一一

じっと見つめあう 2 人…・・

朝焼けいろに頬をそめ 言葉も忘れて・・・…

あたりの空気がキラキラと震えている

時が止まり 次の瞬間 時がはじける

2 人はもう決して

たがいを知る前の自介たちには

もどれないだろう

ーシリウス・・・・・・

-原作本

「シリウスのイ云言見」

文・辻信太郎 絵・阿部行夫

A4 判変型 160頁定価 1800円

.シネストーリーフック

AS 判オールカラー 176頁定価980円

ーマ jレタ......

昔から敵同志、の火一族と水一族である

恋などもつてのほかだ

すでにもう悲しみの予感がたたようこの出逢い

しかし どんな危険をおかしても

水の上に映る 2 人の影がひとつになるとき

すべてが報われ歓びにかわってしまう

一ずっとずっと ずうーっと一緒にいたい

ーもっと すうーっと一緒にいたい・

大海亀モワルが教えてくれた

-90年にいちどめぐってくる日食が

唯一のチャンスだ

メビウスの丘に咲くクライン草の胞子に乗り

北の空をめざして飛んでおゆき

火と水が仲良く暮らせる星をさがしにね

日食は来週の今日やってくる

君たちは ついているよ/

ところが......

マルタとシリウスはかたい約束をかわし

日食は間違いなく訪れたのに

恋人たちは幸せをつかめなかった

けれど 2 人の愛は

大空の星に姿をかえて結ぼれた一一

それが今

シリウスの伝説と呼ばれている

詩・八坂裕子

オリジナルサウンドトラック盤

LP盤 2800円シングjレ盤(サーカス )700円

ワーナー・パイオニア

::こ辺竺tfZルド映画 Gi
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